
　まちづくりや暮らしに関する制度など、市のあらゆる事業、方針につい
て議員が質問する中で、主張・提言・指摘します。
　市の重要な施策の決定を、この本会議で行っています。

3 月定例会は代表質問のみです。質問時間は答弁とあわせて 90 分です。しつもん

三田市議会会議録 検　索

三田市議会インターネット中継 検　索

しつもん

議員　過去市制 40 周年、50 周年事業ではテレビ番

組の「のど自慢」を会場市として開催したが、60

周年のそのような企画はあるか。「なんでも鑑定団」

を開催してはどうか。

　　また骨董品や歴史的な物を展示すれば、歴史を

振り返り後世に伝える良い機会となる。九鬼隆一

の日本初民間博物館を世に知らす機会にもなるの

ではないか。

市　健康・家族、学びの都に相応しい企画を実施

　　テレビ番組の活用は有用な手段と考える。健康

づくりに相応しい夏期・特別巡回ラジオ体操を８

月に、また、10 月には家族番組の BS プレミアム

の「みんな DE どーもくん！」を開催する。

　　市内のお宝については「明治 150 年にちなんだ

品物の発掘と展示」等を企画実施し、歴史にふれ

あう機会を創出し文化の醸成を図る。（城下理事）

三田市制60周年記念事業60周年

議員　空き家の思い切った対策が必要である。三田

市のニュータウンではコミュニティセンターが数

千人に一つと少ないので、空き家を活用した地域

の拠点づくりを進めてはどうか。

市　県の支援事業を活用するなどニーズにあった支

援を行う

　　地域の交流拠点として 10 年以上活用すること

などを条件に、県の空き家活用支援事業がある。

地域や建物所有者から相談があればニーズにあっ

た支援を進める。 （椋田技監）

議員　ユーチューブによる市の広報やネットでの物

産販売など他市では様々な取り組みが行われてい

るが、三田市の考えはどうか。職員の専門性を高

めることが必要ではないか。

市　効果的な活用を進める

　　専門性の高い職員の育成と外部人材の活用を

計画的に進める。今後 SNS の新たな活用として、

LINE と AI を使い 24 時間自動回答できる「チャッ

トボット」について実証実験の検討を進めていく。

（森市長）

他の質問   ●市民病院の諸課題について　●地域づくり
について　●学校園のあり方について　●福祉の諸

課題について　●産業創造都市を目指した取り組み

について　●定期監査報告書から見えてくる課題に

ついて

SNS など ICT の活用情報化

空き家を活用した
地域の拠点づくりを

空き家対策
厚地 弘行議員

新政みらい

な人材を就農に繋げる方策はあるか。

市　需要に応じた米生産、水田フル活用を推進

　　農会長会では、生産量の判断材料となる生産目

安について意見があった。今後、米の需要動向に

注視しつつ情報提供に努め、需要の高い作物も含

めた水田のフル活用を図る。就農対策としては、

個別相談や研修生の受け入れ制度の活用等を進め

る。（仲地域振興部参事）

議員　市民病院の再編や統合に向けての進捗状況と

今後の予定について伺う。

市　広域的なエリアでの再編・ネットワーク化を進

める

　　再編・統合に関する協議は、関係行政機関及び

医療機関等との調整を進めているが、医療圏域や

市域が異なることから、その実現には至っていな

い。

　　しかし、このままの 300 床中規模病院では、医

療情勢に乗り遅れるだけでなく、現在の急性期医

療すら堅持することが困難であると判断し、神戸・

三田などの広域的なエリア内での再編・ネットワー

ク化も視野に入れた「急性期拠点病院づくり」を

進めていきたい。（森市長）

他の質問   ●カルチャータウン地区センターについて　
●市街化区域の整備推進について　●クリーンセン

ターの整備について　●補助金の見直しについて　

●市民の意見を聞く方法について

市民病院の経営改善と
今後の方向性について

市民病院

元気高齢者を増やす取り組み
が必要では

福　祉

福田 秀章議員

盟政会

議員　高齢化が進行する中、認知症高齢者への対策

が最重要課題である。三田市を元気高齢者が活躍

するまちとするため、認知症予防も含め介護予防

の充実が必要と考えるが今後どのように取り組む

のか。

市　高齢者支援は健康福祉分野以外からも総合的に

取り組む

　　高齢者が住み慣れた地域でいきいきと元気に自

分らしい生活を送るためには、認知症高齢者への

対策や介護予防の充実はもとより高齢者が生涯現

役で過ごすことができるまちづくりが必要である。

元気な高齢者づくりは、高齢化率の低い段階でこ

そ効果的に進めることができ、健康福祉以外の分

野から総合的にアプローチすることで、全ての市

民が安心して暮らせる「成熟するまちづくり」を

目指す。（森市長）

議員　平成 30 年産米の生産に関して農会長会でど

のような意見が出たか。また、水田のフル活用に

向けた戦略はあるか。加えて、企業や女性等多様

水田農業の維持発展のため
戦略は

農　業
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